
 

 

 

 

 

 

◆日 時◆ ２０１６年３月６日（日）１０：００～１７：００ 
 

◆会 場◆ 東京ボランティア・市民活動センター会議室 

（飯田橋セントラルプラザ１０階） 
 

◆参加費◆ お一人 ４,０００円  ※当日受付にて現金でお支払いください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主催：東京ハンディキャブ連絡会/東京ボランティア・市民活動センター

移送サービスのつどい 2016 

【午前の部】（１０～１２時） 

障害者差別解消法施行直前スペシャル企画 

障害当事者が語る これで“差別はなくなるか？” 
法律を絵に描いた餅にしないために、何が必要なのか当事者の本音トークを聞き学びましょう。 

◆肢体障害者の立場から 今西正義氏（DPI 日本会議バリアフリー 担当顧問） 

◆精神障害者の立場から 加藤真規子氏（NPO こらーるたいとう 代表） 

◆視覚障害者の立場から 田丸敬一朗氏（障害者権利擁護センター 相談員） 

◆コーディネーター 田渕規子氏（NPO 自立生活センター・東大和 事務局長） 
 

【午後の部】（１３～１７時） 

様々なテーマによるリレートーク 

移動と交通の新しい流れ 
①ライドシェアーで日本の旅客運送はどうなるのか？ 

タクシー業界騒然！ 白タクが公然と認められる時代になる？ 自家用自動車の有効活用は重要ですが、利

便性や安全性は確保できるのでしょうか？ 移動困難者への影響の可能性も含めて考えてみましょう。 

講師 武本英之氏（株式会社東京交通新聞社 取締役編集局長） 

②ロボットタクシーって何ですか？ 

 2020 年にはドライバーがいない車が道路を走るとか。未来感満点のお話しです。ドライバーがいなくても

車が走るなら、運転免許取得をあきらめてきた移動困難者には朗報になるかもしれません。新たな移動手

段になり得るのか？その仕組みを学んでみましょう。 

講師 山本彰祐氏（ロボットタクシー株式会社 シニアマネージャー） 

訪問型サービスＤをどう使う？ 
上手く活用することで、移動困難者への移動の支援が広がる可能性があるとされる介護予防・日常生活支援

総合事業 訪問型サービスＤ。全国移動サービスネットワークでは３年間かけて、“訪問型サービスＤ”の普

及啓発活動を展開し、先進事例創出への支援を行なう計画を立てています。その狙いなどを中心にお話しい

ただきます。 

講師 河崎民子氏（NPO 法人全国移動サービスネットワーク 副理事長） 

東京オリンピック・パラリンピックにおけるモビリティ確保の現状と課題  
４年後に迫った東京オリンピック・パラリンピック。国内外から多種多様なニーズを持つ人々が東京を訪れ

ます。果たしてそれに対応できるのか？ 現状と課題について学びます。 

講師 秋山哲男氏 

（中央大学研究開発機構 教授） プレ企画 ２０１６年３月５日（土）１０：００～１７：００ 

◆セミナー「福祉施設送迎ドライバー研修の具体的あり方」◆
【会 場】東京ボランティア・市民活動センター会議室 

【参加費】お一人 ４,０００円 
※詳細は「東京ハンディキャブ連絡会」までお問合せください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お申込先＞ 

東京ボランティア・市民活動センター（担当：小野） 

〒162－0823 東京都新宿区神楽河岸１－１ 

TEL：03-3235-1171 FAX：03-3235-0050 
 

＜企画内容についての問合せ先＞ 

東京ハンディキャブ連絡会 TEL＆FAX：03-3206-8939 
 

＜会場案内＞ 

JR 総武線「飯田橋」駅 西口より徒歩 1分 

地下鉄有楽町線・南北線・東西線・大江戸線 

「飯田橋」駅 B2b 出口直結 

 

お申込先：東京ボランティア・市民活動センター（FAX：０３-３２３５-００５０） 

移送サービスのつどい 2016 お申込み用紙 申込締切：２月 26 日（金） 

お名前 
 

 
ご所属 

 

ご住所 
〒            都・道・府・県 

 

お電話 

ﾌｧｯｸｽ 

 メール 

アドレス

 

 

参加ご希望 

（○をつけて 

ください。） 

３月５日（土） ３月６日（日） 

プレ企画 福祉施設送

迎ドライバー研修の～

移送サービスの 

つどい 2016 

懇親会 

※下記参照 
 

 
  

＊東京ボランティア・市民活動センターのホームページ（http://www.tvac.or.jp/）からも申込み可能です。 

＊内容、講師等は予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。 

＊ご記入いただいた個人情報は主催者が適切に管理し、市民活動に関する研修等事業のご案内に利用させて

いただきます。個人情報の取扱いに関する方針はホームページをご覧ください。 

※【懇親会のご案内】 

終了後、同建物 20 階「北海道飯田橋店」で開催します。会費は 4,000 円程度の予定です。 

「移送サービスのつどい」は、移送サービス関係者の集会の老舗である「移送サービスを

考えるつどい」「移送サービス研究協議会」と続く流れを引き継ぎ、その成果を踏まえ、より

多くの関係者（利用者、運転協力者、運営者など）が気軽に集える場を作ろうと 2009 年から

新たにスタートを切りました。今回で通算 28 回目を数えます。タイトルに西暦を入れること

で、その年々の特色を出したいという思いを込めています。 

今回は、施行間近の障害者差別解消法を学び、介護保険制度における介護予防・日常生活

支援総合事業の「訪問型サービスＤ」へのメリットあるアプローチを考え、ライドシェアー、

貨客混載、ロボットタクシーという新たな動きにも注目しながら、各々の地域の実情に合わ

せた新たな取り組み作りへのヒントを提供できる企画にしていきたいと思います。さらに、

東京オリンピック・パラリンピックの取り組み状況にも注目していきます。 

また、プレ企画としてマスコミにも取り上げられ、社会的注目度が上がっている福祉施設

送迎ドライバー研修の実施方法について、具体的なあり方について意見交換をする場を企画

致します。合わせてご参加ください。 


